
雄物川郷土資料館『ひな人形展』　
たいまつ焼き　18：00～、平鹿町上醍醐、金屋地区
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
心の癒しコンサート　10：00～、雄物川保健センター
こころあったかコンサート　13：30～、大雄ふれあいホール
　心 横手地域局
　心 十文字町幸福会館

三助稲荷神社梵天奉納
  　10：00～、三助稲荷神社（大森町川西地区）
よこいち。テーマ『踊り』　10：00～16：00、よこてイースト
絵本のよみきかせコンサート　14：00～、詳しくは8ページ
　急 平鹿総合病院（鈴木医師、山田医師※１）　32-5124
　急 胃腸科内科高橋クリニック（横手）　36-2711
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　心 増田地区多目的研修センター
　
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
育児相談『相談のおもちゃ箱』　15：30～、植田保育所
　心 大森コミュニティセンター

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・雄物川福祉センター
　　 　10：00～12：00、社協・雄物川福祉センター　56-2072
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
歩くスキーのつどいinおおもり2013
　　9：00～、大森多目的広場、羽後カントリークラブ特設会場
秋田ノーザンハピネッツホームゲーム横手決戦
　　26日18：00～、27日14：00～、増田体育館
横手地域市民スキー大会　9：10～、詳しくは8ページ
　急 市立横手病院（熊谷医師）　32-5001
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

多重債務無料法律相談　詳しくは8ページ

　法 相談予約受付開始2月20日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 十文字町幸福会館
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
エリア雪まつり　10：00～、南部シルバーエリア
鳳中学校閉校式典　13：30～、同校体育館
かんじきウオーキング2013　　
長太郎稲荷神社梵天祭　11：00～、長太郎稲荷神社（大雄中島）
よこてぼんでん唄コンクール　13：00～、秋田ふるさと村
　急 平鹿総合病院（荻原医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院　32-5124
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
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【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）  人…人権 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※１…１月の第３日曜日は眼科の医師も診察します。
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 98,827人（ -56） ／ 34,486世帯（-15）
　男　 46,871人（ -16）
　女　 51,956人（ -40）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※12月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

１月20日（日）「カールじいさんの空飛ぶ家」　　　 【96分】
１月27日（日）「カーズ２」 　　　            　 【106分】
２月３日（日）「クレヨンしんちゃん
　　　　　　　　　嵐を呼ぶ黄金のスパイ大作戦」【107分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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かんじきウオーキング
■２月３日（日）

　雪と親しむことを目的に毎年開催しているか
んじきウオーキング。参加者には、豚汁など温
かい飲み物を準備しています。今回は、森の案
内人による樹木観察も行います。
　また、会場ではポニーなどとのふれあいコー
ナーや達人から学ぶ縄ない体験など、雪国なら
ではの楽しい催しが盛りだくさんです。
　申し込みは１月31日（木）まで。住所・氏名・
年齢・電話番号をお知らせください。
◆時　間／10：00～受付開始
◆集合場所／秋田ふるさと村・第２駐車場レス
　　　　　　トハウス前
◆定　員／60人（小学生以下は保護者同伴）
◆参加費／１人200円
◆申込み／経営企画課 　35-2164 　33-6061
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『ひな人形展』
雄物川郷土資料館 特別展 ～人形とつるしかざり～

雪と親しむ日

■４月７日（日）まで開催中
　雄物川郷土資料館が所蔵
する市指定文化財の享保雛
をはじめ、中山人形など日
本各地の土雛や増田地区の
つるし雛人形教室の皆さん
が作製したつるし飾りを展
示します。一足早い春の気
配を、この機会にぜひお楽
しみください。　
◆時　間／9：00～17：00
　　　　　（最終入館は16：30まで）
◆入場料／一般100円、高校・大学生50円、
　　　　　中学生以下無料
◆休館日／１月15・22・29日、２月４・13・19・26日、
　　　　　３月５・12・19・21日、４月２日
◆場所・問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793

 

つち びな

平
成
25
年
横
手
市
新
春
賀
詞
交
歓
会

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し

て
新
年
を
祝
い
、
情
報
交
換
を
行

う
新
春
恒
例
の
『
横
手
市
新
春
賀

詞
交
歓
会
』
が
１
月
４
日
、
浅
舞

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
市
民
や
事

業
所
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
市
民
歌
を
斉
唱
後
、

五
十
嵐
市
長
が
「
新
し
い
年
に
経

済
の
再
生
を
願
う
と
同
時
に
農
業

の
安
定
と
発
展
も
切
望
す
る
。
さ

ら
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な

が
ら
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
新
春
吉
例

鏡
開
き
を
行
い
、
佐
藤
市
議
会
議

長
の
音
頭
で
乾
杯
し
た
後
、
大
森

太
鼓
愛
好
会
の
威
勢
の
い
い
太
鼓

演
奏
が
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
今
回
、
初
の
お
披
露
目
と
な
っ

た
横
手
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ

デ
ィ
の
二
人
が
、
市
の
特
産
品
な

ど
を
扱
う
物
産
コ
ー
ナ
ー
の
案
内

役
を
務
め
た
ほ
か
、
市
の
担
当
者

が
、
今
年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
開
催
さ
れ
る
観
光
イ
ベ
ン
ト『
秋

田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
や
来
年
開
催
の
『
第
29

回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１

４
』
の
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
明
る
く
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
、
新
春
の
交
流
を

楽
し
む
と
同
時
に
、
新
た
な
年
へ

の
希
望
と
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

 

新
し
い
年
の
幕
開
け
に
期
待
す
る

１_新春の集いを盛り上げた大森太鼓愛好会の太鼓演奏　２_太鼓の音を聞きながら、あいさつや情報交換する参加者
３_新年の抱負を力強く語る五十嵐市長　４_五十嵐市長、佐藤市議会議長をはじめ各界の代表者が行った吉例の鏡開
き　５_参加者に特産品を紹介する横手市観光キャンペーンレディの羽崎結香さん（左）と斎藤さゆりさん（右）
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主な内容主な内容
●市政の窓（財務書類の公表、横手西中学校閉校式典、消
防出初め式ほか）……２～５　●市政情報便（市県民税の
申告相談、子育て情報サイト愛称募集ほか）……６　●ま
ちの話題・ニュース東西南北（槻の木光のファンタジー点
灯式ほか）……７　●情報・いどばたプラザ……８～10横手公園から望む雪化粧した横手市内横手公園から望む雪化粧した横手市内
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４．連結資金収支計算書

３．連結純資産変動計算書表

２．連結行政コスト計算書

１．連結貸借対照表

連結財務書類４表

　
市
で
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く

財
政
状
況
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

企
業
会
計
的
な
手
法
を
取
り
入
れ

て
、
市
が
現
在
ま
で
に
取
得
し
た

資
産
や
負
債
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

要
し
た
経
費
な
ど
を
財
務
書
類
に

ま
と
め
、
年
に
一
度
、
市
の
財
政

の
実
態
と
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　
財
務
書
類
は
、
市
の
財
務
状
況

を
資
産
や
負
債
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク

情
報
、
減
価
償
却
費
を
含
む
コ
ス

ト
情
報
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
情

報
な
ど
に
よ
り
表
し
た
も
の
で
、

『
貸
借
対
照
表
』、『
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
』、『
純
資
産
変
動
計
算
書
』お

よ
び『
資
金
収
支
計
算
書
』の
４
つ

の
表
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
23
年
度
の
決
算

に
基
づ
き
、
普
通
会
計
を
は
じ
め

公
営
事
業
会
計
や
第
三
セ
ク
タ
ー

な
ど
を
含
ん
だ
全
体
の
財
務
書
類

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

横
手
市
の
財
務
書
類
を

　
　
　
　公
表
し
ま
す

横
手
市
の
財
務
書
類
を

　
　
　
　公
表
し
ま
す

＋＋ ＋＋ ＋＋

横手市

普通会計
＋

特別会計
公営企業会計

一部事務組合・広域連合

秋田県市町村総合事務組合
秋田県市町村会館管理組合
秋田県後期高齢者医療広域連合

横手市
土地開発公社

第三セクター
　　　　(※)

※連結した第三セクター
　(財)横手市みどり公社、(株)増田町物産流通センター、(株)天下森振興公社、(株)山内
　観光振興公社、(株)ウッディさんない、(株)大雄振興公社、(財)横手市大雄堆肥供給公
　社、（株）横手殖林社

連結財務諸表の範囲連結財務諸表の範囲

１．連結貸借対照表１．連結貸借対照表

２．連結行政コスト計算書２．連結行政コスト計算書

　連結貸借対照表は、決算日（平成24年３月31日現在）に市全体が所有する現金や債権、資産形成のために投資さ
れた資金などが、どのくらいあるかを示したもので、一般的に『バランスシート』と呼ばれています。
　貸借対照表は、資産・負債・純資産の３つの要素から構成されています。

【負債の部】

　　１．固定負債　　　　　　　 1,119億9,322万円

　　２．流動負債　　　　　　　　 105億3,040万円

　　負債合計（Ｂ）　　　  1,225億2,362万円

【純資産の部】

　　純資産合計（Ｃ）　　  1,736億3,545万円

負債・純資産合計　　　 2,961億5,907万円

貸　　方貸　　方借　　方借　　方

貸借対照表からわかること
　社会資本整備の結果を示す有形固定資産のうち、純
資産による整備割合を見ることによって、これまでの
世代が既に負担してきた割合を知ることができます。
また、負債による整備割合を見ることにより、将来世
代による負担の割合がわかります。
○これまでの世代の負担比率　65.9％（Ｃ）÷（Ａ）
○将来の世代の負担比率　　　46.5％（Ｂ）÷（Ａ）
※資産のうち有形固定資産に対するそれぞれの割合のため、両比率
　の合計は100％になりません。

横手市民１人あたりの
貸借対照表（バランスシート）
横手市民１人あたりの

貸借対照表（バランスシート）

資　産
299万円
資　産
299万円

負　債
124万円
負　債
124万円
純資産
175万円
純資産
175万円

人口99,135人で計算
（平成24年３月末日現在・住民基本台帳）

　連結行政コスト計算書は、市が提供する経常的な
行政サービスに要した費用と受益者負担である使用
料などの収入を表したものです。

経常収益（Ｂ）　　　　　　 299億6,979万円
行政サービスの利用で、市民の皆さんが直接負担する施
設使用料や手数料など
　市民１人あたり　　　　　　　　　　30万2千円

純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ） 542億3,149万円
　市民１人あたり　　　　　　　　　　54万7千円

性
質
別
内
訳

期首純資産残高（※１）　　　1,707億7,917万円
　  ○ 純経常行政コスト      △542億3,149万円

　  ○ 財源の調達　　　　　　　575億2,692万円
　      税収、地方交付税、国や県からの補助金など

　  ○ その他　　　　　  　　　△4億3,915万円
　　    災害復旧費や公共資産除却損など

　当期変動合計　　　　　　　　　28億5,628万円

期末純資産残高（※２）　　　1,736億3,545万円

当
期
の
変
動
内
訳

４．連結資金収支計算書４．連結資金収支計算書

　連結純資産変動計算書は、市全体の純資産が１年間
にどのように変化したかを示すものです。

　連結資金収支計算書は、１年間の市全体の現金収支
が、どのような理由で増減しているかを、性質別に区
分して整理したものです。

※１ 期首：平成23年度当初現在高　　※２ 期末：平成23年度末現在高

３．連結純資産変動計算書３．連結純資産変動計算書

横手市の財務書類を公表します

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

ペ
ー
ジ
番
号
０
０
０
０
０
２
６
９
４
）

で
財
務
書
類
の
詳
細
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
　
市
財
務
部
財
政
課
　
　
３
５
‐
２
１
６
７

生活基盤　
 道路、河川、住宅、下水
 道など
1,235億6,743万円
124万6千円
（46.9％）

教育
 学校、公民館など
462億6,637万円
46万7千円
（17.6％）

福祉
 老人福祉施設など
97億172万円
9万8千円
（3.7％）

環境衛生
 ゴミ処理施設など
396億7,649万円

40万円
（15.1％）

産業振興
 農道など
263億4,481万円
26万6千円
（10.0％）

総務
 庁舎、通信施設など
152億4,340万円
15万4千円
（5.8％）

その他
 消防、収益事業など
25億27万円
2万5千円
（0.9％）

有形固定資産有形固定資産の目的別内訳
連結貸借対照表のうち

有形固定資産総額
2,633億49万円
市民１人あたり
265万6千円

有形固定資産総額
2,633億49万円
市民１人あたり
265万6千円

の目的別内訳経常行政コストの目的別内訳

総 額
842億128万円
市民１人あたり
84万9千円

生活基盤　　 
64億587万円
6万4千円
（7.6％）

教育　　　　  
46億2,723万円
4万7千円
（5.5％）

福祉　　　　  
457億1,612万円
46万1千円
（54.3％）

福祉　　　　  
457億1,612万円
46万1千円
（54.3％）

環境衛生　　  
106億899万円
10万7千円
（12.6％）

環境衛生　　  
106億899万円
10万7千円
（12.6％）

産業振興 　　  
65億6,257万円   

6万6千円
（7.8％）

総務　　  　　  
60億5,181万円   

6万1千円
（7.2％）

その他　  　　  
42億2,869万円   

4万3千円
（5.0％）

期首資金残高（※１）　　　  　147億3,041万円
　  ○ 経常的収支　　　      　130億8,205万円
　  ○ 公共資産整備収支　　　 △24億5,287万円
　  ○ 投資・財務的収支  　　 △87億6,749万円
    ○ 経費負担割合変更に伴う差額      △33万円
　当期収支　　　　　　　　　    18億6,136万円  
期末資金残高（※２）　　　　  165億9,177万円

収
支
内
訳

 経常行政コスト（Ａ） 経常行政コスト（Ａ）　     842億 128万円
　市民１人あたり　　　　　　　　　  84万9千円

　　○ 人にかかるコスト      　143億7,753万円
　　　　職員の給与・退職手当など

　　○ 物にかかるコスト　　　　233億7,097万円
　　　　施設の維持管理費や減価償却費など

　　○ 移転支出的なコスト　　　430億8,039万円
　　　　児童手当や生活保護費などの社会保障給付費や
　　　　各種団体への補助金など

　　○ その他のコスト　　　　　 33億7,239万円
　　　　地方債の利子など

　　１．公共資産　　　　　　　 2,662億6,179万円
　　　　有形固定資産（Ａ）　　2,633億   49万円
　　　　無形固定資産　　　　　　 20億1,495万円
　　　　売却可能資産　　　　　　  9億4,635万円
　　２．投資等　　　　　　　　　 107億   57万円
　　　　投資・出資・貸付金　　　　 13億1,125万円
　　　　基金等　　　　　　　　   79億  469万円
　　　　長期延滞債権など　　　　 14億8,463万円
　　３．流動資産　　　　　　　　 191億8,956万円
　　　　資金　　　　　　　　　　165億9,177万円
　　　　未収金など　　　　　　　 25億9,779万円
　　４．繰延勘定　　　　　　　　 　　　 715万円
　　資産合計　　　　　　　2,961億5,907万円

【
資
産
の
部
】

上段：市の総額
中段：市民１人あたりの金額
下段:構成比

上段：市の総額
中段：市民１人あた
　　 りの金額
下段:構成比
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市政の窓  行政報告 市政の窓行政報告 

50年の歴史に幕　横手西中学校閉校式典挙行 

仲間との絆を宝物に、さらなる活躍を誓う

時に笑いを誘いながら生徒が寸劇を披露

　
12
月
21
日
、
横
手
西
中
学
校
閉
校

式
典
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
生

徒
や
保
護
者
、
地
域
の
方
な
ど
約
２

０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
お
い
て
五
十
嵐
市
長
は
、

「
横
手
西
中
学
校
の
歴
史
と
伝
統
は
、

横
手
北
中
学
校
に
引
き
継
が
れ
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と
学
校
と
の

連
携
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
新
し

い
時
代
を
力
強
く
生
き
抜
く
た
め
の

確
か
な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
で

き
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
ふ

れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
菊
谷
隆
志
校
長
が
創
立

当
時
の
学
校
の
様
子
や
数
々
の
栄
光

の
記
録
な
ど
を
紹
介
。
「
学
校
が
な

く
な
る
の
は
寂
し
い
が
、
統
合
は
新

し
い
仲
間
が
増
え
、
皆
さ
ん
の
世
界

が
広
が
る
こ
と
で
も
あ
る
。
前
向
き

に
と
ら
え
て
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
『
西
中
50
』
と
題
し
、
生

徒
た
ち
が
寸
劇
を
披
露
し
た
り
、
創

立
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
学
校
活
動

の
様
子
を
映
像
で
紹
介
す
る
な
ど
し

て
、
参
列
者
と
と
も
に
50
年
の
歴
史

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
映
像
が
流
れ

終
わ
る
と
生
徒
た
ち
は
「
こ
の
場
所

で
成
長
で
き
た
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
生
か
し
て
い
く
」
「
残
り

の
３
カ
月
は
自
分
を
輝
か
せ
て
一
生

懸
命
過
ご
し
た
い
」
「
仲
間
と
の
絆

を
一
生
の
宝
物
に
す
る
」
な
ど
と
話

し
、
新
し
い
学
校
で
も
友
情
の
輪
を

広
げ
、
が
ん
ば
っ
て
い
く
こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

　
横
手
西
中
は
、
鳳
中
、
金
沢
中
と

統
合
さ
れ
、
４
月
か
ら
は
横
手
北
中

学
校
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で

い
き
ま
す
。

横手西中での思い出を胸に、全校生徒が校歌斉唱

フ
ィ
フ
テ
ィ

地域づくりについて解
説する小野室長

地域づくり講演会『秋田はみんな元気ムラ』

そこに住む一人ひとりが主役
　
地
域
を
支
え
る
人
材
を
養
成
す
る

講
座
と
し
て
『
秋
田
は
み
ん
な
元
気

ム
ラ
』
と
題
し
た
地
域
づ
く
り
講
演

会
が
、
昨
年
12
月
21
日
、
市
役
所
南

庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
企
画
振
興
部
活
力
あ
る
農
村
集

落
づ
く
り
支
援
室
（
愛
称
・
元
気
ム

ラ
支
援
室
）
の
小
野
一
彦
室
長
が
、

『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
秋
田
を
変

え
る
』
と
題
し
て
講
演
。
市
内
各
地

域
の
地
域
づ
く
り
協
議
会
委
員
を
は

じ
め
と
す
る
市
民
約
１
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
小
野
室
長
は
、
町
内
会
や
自
治
会

の
変
遷
を
古
代
律
令
時
代
の
相
互
扶

助
や
治
安
、
徴
税
に
関
し
て
連
帯
責

任
を
負
っ
た
事
例
か
ら
解
説
。
「
戦

後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）

が
住
民
組
織
の
解
散
を
求
め
、
政
府

が
町
内
会
な
ど
を
解
散
す
る
政
令
を

公
布
施
行
し
た
も
の
の
、
町
内
会
は

各
地
に
存
在
し
、
そ
の
後
、
政
令
が

失
効
し
た
こ
と
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
高
度
経
済
成
長
期
以
降
は
、

住
民
の
認
識
が
伝
統
的
な
地
域
の
つ

な
が
り
を
軽
視
す
る
傾
向
に
あ
っ
た

た
め
、
国
が
新
た
に
望
ま
し
い
と
考

え
る
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を

説
明
。
ま
た
「
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
、
消
防
や
警
察
を
は
じ
め
と
す
る

行
政
に
頼
る
だ
け
で
は
、
十
分
な
防

災
・
救
助
活
動
が
で
き
ず
、
日
頃
か

ら
住
民
同
士
が
助
け
合
う
こ
と
が
機

能
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
う

で
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
復
旧
に
大
き

な
差
が
出
た
」
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
重
要
性
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
魅
力
あ
る
取
り
組
み
を
し

て
い
る
県
内
の
地
域
や
集
落
を
紹
介

し
「
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
主
人

公
。
家
庭
や
近
所
、
集
落
を
通
じ
て

一
人
ひ
と
り
が
参
加
で
き
る
舞
台
づ

く
り
が
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ま
た
元
気
ム
ラ
支
援
室
で
は
、
地

域
づ
く
り
を
支
援
す
る
目
的
で
、
出

前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す

る
団
体
は
　
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１

２
１
５
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

県内先進地の実践事例などに聞き入る参加者

岩手県釜石市・少年リーダー交流キャンプ 

雪かき体験で共助の大切さ学ぶ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

共
助
の
大
切
さ
と
人
材
育
成
を
図
ろ

う
と
、
岩
手
県
釜
石
市
教
育
委
員
会

が
主
催
す
る
『
少
年
リ
ー
ダ
ー
交
流

キ
ャ
ン
プ
』
が
、
１
月
５
日
か
ら
７

日
の
３
日
間
、
増
田
狙
半
内
地
区
の

釣
り
キ
チ
三
平
の
里
体
験
学
習
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
日
に
は
、
釜
石
市
の
小
中
学
生

８
人
の
ほ
か
、
岩
手
大
学
の
学
生
や

横
手
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
実
施
。
狙
半
内
共
助
運
営
体
の

方
々
か
ら
除
雪
作
業
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
で
ふ
さ

が
っ
た
玄
関
や
軒
先
な
ど
の
雪
寄
せ

を
、
約
２
時
間
行
い
ま
し
た
。

　
釜
石
中
３
年
の
長
瀬
幸
太
郎
君
は

「
地
元
で
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

で
し
た
。
自
分
た
ち
の
活
動
が
少
し

で
も
役
に
立
っ
た
と
す
れ
ば
嬉
し
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。狙半内共助運営体の方々の指導で、軒先の

雪寄せを手際よく行う参加者

市内８地域で消防出初め式 

火災の無い一年を願って

消防団長らによる観閲（雄物川）

寒風の中、整然と隊列を組む団員（大雄）

　
今
年
一
年
の
無
火
災
と
地
域
の
安

全
を
誓
う
消
防
出
初
め
式
が
、
１
月

４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
市
内
８
地

域
で
行
わ
れ
、
二
千
人
あ
ま
り
の
消

防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
会
場
で
は
、
市
長
や
消
防
団
長

ら
が
、
団
員
た
ち
を
観
閲
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
五

十
嵐
市
長
が
「
昨
年
は
豪
雪
に
始
ま

り
、
爆
弾
低
気
圧
に
よ
る
暴
風
被
害

や
、
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
被
害
な

ど
自
然
の
猛
威
を
実
感
す
る
年
で
あ

っ
た
。
消
防
防
災
は
も
と
よ
り
、
地

域
社
会
と
の
つ
な
が
り
や
、
支
援
が

必
要
な
方
々
を
地
域
で
見
守
り
、
支

え
る
体
制
を
め
ざ
し
て
い
く
。
地
域

の
安
全
と
安
心
を
守
る
消
防
団
員
の

皆
様
に
は
地
域
の
消
防
防
災
の
中
核

と
し
て
今
後
も
活
躍
し
て
ほ
し
い
」

と
式
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
各
消
防
団

長
が
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
横
手
地
域
で
は
、
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
堀
井
秋
田
県
副
知
事

が
祝
辞
を
述
べ
「
火
災
予
防
、
雪
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
住
民
へ
の

声
か
け
な
ど
、
地
域
住
民
が
安
全
安

心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。
ま
た
、
近
年
、
集
中
豪
雨
に

よ
る
被
害
も
発
生
し
て
お
り
、
住
民

避
難
の
際
に
も
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
団
員
の
活
躍
に

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
式
典
で
は
、
消
防
業
務
に

従
事
し
、
功
績
の
顕
著
な
団
員
や
、

防
火
・
防
災
活
動
に
貢
献
し
た
個
人

や
地
域
な
ど
に
、
知
事
や
市
長
、
県

消
防
協
会
長
ら
か
ら
表
彰
状
や
感
謝

状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
団
員
ら
は
、
３
年
続
き
の
豪
雪
も

予
想
さ
れ
る
今
冬
に
、
火
災
や
、
豪

雪
に
よ
る
被
害
の
な
い
安
全
な
地
域

を
守
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

 

慣れや過信からの重大事故を防ぐ 

雪下ろし講習会
　
12
月
22
日
、
大
雄
地
域
局
、
横
手

警
察
署
、
市
消
防
本
部
合
同
の
雪
下

ろ
し
講
習
会
が
、
近
隣
の
住
民
、
警

察
官
、
消
防
署
員
ら
約
40
人
が
参
加

し
て
大
雄
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
消
防
署
員
の
指
導
に

よ
り
腰
に
巻
く
命
綱
の
結
び
方
『
も

や
い
結
び
』
を
一
人
ひ
と
り
が
行
い
、

腰
に
巻
く
位
置
に
よ
っ
て
転
落
し
た

場
合
で
も
骨
折
な
ど
に
到
ら
な
い
こ

と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

屋
根
に
上
る
際
の
は
し
ご
の
か
け
方

や
固
定
の
仕
方
、
屋
根
へ
の
移
動
の

際
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
消
防

署
員
の
実
演
を
見
な
が
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
除
雪
作
業
中
の
死
亡
事
故
等
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
作
業
中
は
、
汗
な

ど
で
体
内
の
水
分
が
失
わ
れ
が
ち
で

す
。
水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
行
い
な

が
ら
、
無
理
を
せ
ず
休
憩
を
と
る
な

ど
、
自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
た
作
業

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

消防署員の指導で、腰に巻いた命綱を
固定する方法を学ぶ



Topics

（横手） 
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 歌やダンスでクリスマス楽しむ

　12月23日、市立横手病院で第19回白衣のコンサート
が開催され、病院職員らによるハンドベル演奏や合唱
のほか、市内外の子どもや若者らによるストリートダ
ンスが披露され、入院患者さんや地域の人たちに元気
を届けました。また、会場を訪れた子どもたちにはサ
ンタさんからクリスマスプレゼントが贈られました。

■35人がメンタルヘルスサポーターに

仙北市のボランティア団体の実践発表に聴き入る受講者

悩んでいる人を地域で支える

　昨年11月から４回の日程で開催されたメンタルヘルス
サポーター養成講座の最後の講座が12月21日に行われ、
35人の方に修了証が授与されました。
　平成７年から自殺率（人口10万人に占める自殺者の割合）
が全国ワーストとなっている秋田県では、心の健康づく
り事業に横手市をはじめ各自治体で取り組んでいます。
受講者は、心の健康の基礎知識を専門家から学び、「悩
んでいる身近な人のサインに気付き、自分にできること
で地域の自殺予防につながれば」と話していました。

　県の指定天然記念物であり、平鹿地域のシンボルでも
ある槻の木にイルミネーションがともされました。
　12月22日に平鹿地域局前で点灯式が行われ、平鹿地域
の園児10人と五十嵐市長、眞田平鹿地域局長、後藤平鹿
町観光協会会長が点灯。来場者のカウントダウンでスイ
ッチを押すと、樹齢500年以上の槻の木は約5,000個の光
に包まれ、巨大なツリーへと変わりました。また、琵琶
沼周辺は青や白のＬＥＤライトがやさしく光を放ち、訪
れた人たちを幻想的な世界へと誘っていました。

■第25回槻の木光のファンタジー点灯式（平鹿）

巨大な光のツリーが誕生

平鹿地域の園児らがスイッチを押しイルミネーションが点灯

　12月21日、平鹿農家高齢者創作館で『第33回平鹿創作
館まつり』が行われ、創作館を中心に活動している食品、
民芸、陶芸の各グループの作品が展示販売されました。
民芸グループは新作も含め100点以上のしめ飾りを、食
品グループからは雲平・伊達巻・赤飯・手作りりんご
ジュースなどが用意され、会場を訪れた多くの人が、各
グループの自信作を買い求めました。また、ステージで
は、詩吟の発表や辻田与五郎氏による血液型漫談が行わ
れ、会場は和やかな雰囲気に包まれていました。

■平鹿創作館まつり（平鹿）

正月の準備に民芸グループのしめ飾りを品定め

この日のために準備した自信作！

 （山内）

　１月１日、筏の大杉で知られる山内筏地区の比叡山
神社で『大松明』が行われました。たいまつの燃え具
合で一年の作柄を占うというこの行事には、年明けと
ともに約50人の住民が集まり、訪れた人たちは長さ約
５ｍの２本のたいまつに火がつけられると、五穀豊穣
を願いながら燃えていく様子を見守っていました。

五穀豊穣を願いながら

おおたいまつ

市政情報便市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

申告相談ＨＰページ番号／000005785
　
平
成
25
年
度
の
市
県
民
税
（
住

民
税
）
の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

  

１
月
15
日
号
の
市
報
と
一
緒
に

配
布
し
た
『
平
成
25
年
度
市
県
民

税
の
申
告
に
つ
い
て
』
や
『
申
告

相
談
日
程
表
』
な
ど
を
ご
確
認
の

う
え
、
３
月
15
日(
金)
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
相
談
に
つ
い
て

＊
申
告
に
必
要
な
書
類

　
平
成
24
年
分
源
泉
徴
収
票
、
平

成
24
年
中
の
領
収
書
ま
た
は
預
金

通
帳
な
ど
支
払
い
金
額
が
分
か
る

も
の
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
事
業
所
得
、
医
療
費
控
除
な
ど

の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
自
分
で
領
収
書
等
の
集
計
を

お
願
い
し
ま
す
。

＊
申
告
相
談
会
場

　
申
告
相
談
は
、
各
地
域
局
庁
舎

で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
地

区
や
町
内
の
指
定
日
を
確
認
し
、

で
き
る
だ
け
指
定
日
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
申
告
書
の
郵
送

　
申
告
書
は
、
自
分
で
書
い
て
郵

送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
送
付

先
は
、市
財
務
部
市
民
税
課
で
す
。

＊
次
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は

税
務
署
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す

①
初
年
度
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

　
控
除
の
確
定
申
告
（
平
成
24
年  

  

中
に
入
居
さ
れ
た
方
）

②
土
地
・
建
物
・
株
式
の
売
却
に
よ

　
る
分
離
譲
渡
所
得
の
確
定
申
告

③
青
色
申
告
、
免
税
牛
の
申
告

◆
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
、
国

　
税
電
子
申
告
が
行
え
ま
す

　
横
手
庁
舎
申
告
相
談
会
場
に
電

子
申
告
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し

ま
す
。
利
用
時
に
は
操
作
補
助
員

が
立
ち
会
い
ま
す
の
で
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

　
初
め
て
電
子
申
告
を
利
用
す
る

方
に
限
り
、
３
千
円
の
税
額
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
添
付
書
類
の
提
出
の
省
略
や

還
付
金
を
比
較
的
早
く
受
け
ら
れ

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

＊
利
用
期
間

　
２
月
19
日（
火
）〜
22
日（
金
）、

　
26
日（
火
）〜
３
月
１
日（
金
）

＊
利
用
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
１
人

　
あ
た
り
１
時
間
ま
で
の
利
用
と

　
な
り
ま
す
（
昼
休
み
除
く
）

＊
予
約
期
間

　
２
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）、

　
土
日
・
祝
日
除
く

＊
予
約
方
法

　
市
民
税
課
に
電
話
で
、
希
望
す

　
る
利
用
日
時
を
予
約
し
て
く
だ

　
さ
い
。

＊
注
意
事
項

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
方
は

　
事
前
に
市
民
課
、
ま
た
は
各
地

　
域
局
市
民
福
祉
課
窓
口
で
住
基

　カ
ー
ド
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー

　
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
の
取
得（
有

　
料
５
０
０
円
）
も
行
っ
て
く
だ

　
さ
い
。
以
前
に
電
子
申
告
を
利

　
用
し
た
方
は
、
利
用
者
識
別
番

　
号
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
・
郵
送
先
】

　
〒
０
１
３
‐
０
０
２
３
　

　
横
手
市
中
央
町
８
番
２
号

　
横
手
市
役
所
財
務
部
市
民
税
課

　(

横
手
庁
舎
内) 

　
　
３
２
‐
２
５
１
０

〜
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
ま
す
〜

　
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
所

得
や
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
が

生
じ
る
業
務
を
行
う
す
べ
て
の
方

に
記
帳
と
帳
簿
等
の
保
存
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。
所
得
税
の
申
告

が
必
要
な
い
方
も
対
象
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.nta.go.jp

【
問
合
せ
】

　
横
手
税
務
署

　
　
３
２
‐
６
０
９
０

市
県
民
税
の
申
告
相
談
が
２
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

子育て

　
市
で
は
、
子
育
て
支
援
情
報
の

発
信
に
加
え
て
、
子
育
て
中
の
方

や
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
皆
さ
ん

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
交
流
で

き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
横
手
市
子

育
て
情
報
サ
イ
ト
』
の
開
設
を
予

定
し
て
お
り
、
愛
称
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
親
し
み
や
す
い
サ
イ
ト

と
な
る
よ
う
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
方
法
／
①
愛
称
（
ふ
り
が

　
な
）
、
②
愛
称
の
説
明
、
③
名

　
前
、
④
住
所
、
⑤
電
話
番
号
を

　
記
入
し
て
郵
送
す
る
か
、
市
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー

　
ム
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項
／
応
募
は
１
人
１
点

　
ま
で
と
し
、
応
募
さ
れ
た
名
称

　
は
一
部
修
正
を
加
え
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。
最
終
決
定
さ
れ
た

　
愛
称
の
著
作
権
は
横
手
市
に
帰

　
属
し
ま
す
。

◆
応
募
期
限
／
２
月
５
日（
火
）必 

  

着
【
問
合
せ
・
応
募
先
】

　
〒
０
１
３
‐
０
０
２
３

　
横
手
市
中
央
町
８
番
２
号

　
横
手
市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支

　
援
課
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
３
３

横
手
市
子
育
て
情
報
サ
イ
ト
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

ＨＰページ番号／000012672鳳中学校閉校式典鳳中学校閉校式典
　平成25年３月に閉校を迎える鳳中学校の閉校式典
を行います。 
◆日　時／２月２日（土）午後１時30分～
◆場　所／鳳中学校体育館
◆問合せ／鳳中学校教頭　32-2028

  １月25日から市防災ラジオで、緊急地震速報が放
送されます。緊急地震速報は、震源地付近の最大震
度が５弱以上で、横手市が含まれる秋田県内陸南部
の震度が４以上と予想される場合に放送されます。
ただし、直下型地震や震源が近い時などは、放送が
間に合わない場合もあります。
　緊急地震速報が流れた際は、あわてずに、まず身
の安全を確保してください。なお災害情報を聞くた
めに、ラジオには３本のアルカリ乾電池を入れ、常
時コンセントにアダプターをさしてご利用ください。
◆問合せ／市総務企画部危機管理室（北庁舎内）
　　　　　　35-2195

市防災ラジオから
緊急地震速報が放送されます

市防災ラジオから
緊急地震速報が放送されます
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情報情報
informationinformation

講
　座
講

　座

講
　座
講

　座

募
　集

2

募
　集

催
　し

講
　座
講

　座

相
　談

講
　座
講

　座

募
　集

2～横手市観光協会から～～横手市観光協会から～

　
　
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
　
　
　

◆
募
集
住
宅
／
県
営
朝
日
が
丘
住
宅

　
１
戸
（
朝
日
が
丘
三
丁
目
）

◆
募
集
期
間
／
１
月
21
日(

月)

〜
２

　
月
１
日(

金)

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　
設
部
建
築
課
　
３
２
‐
６
２
０
６

　
　
第
48
回
横
手
地
区

　
　
高
校
美
術
展
　
　

　
絵
画
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
市
内
の

高
校
生
の
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
展

示
し
ま
す
。
観
覧
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
／
２
月
２
日(

土)

〜
６
日（
水
）

　
※
初
日
は
午
後
２
時
か
ら
、
最
終

　
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
問
合
せ
／
雄
物
川
高
校
奥
山
教
諭

　
　
２
２
‐
２
１
０
３

　
　
平
成
25
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
支
援
員
募
集

　秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

犯
罪
や
事
故
等
の
被
害
者
と
そ
の
家

族
の
方
々
の
悩
み
の
軽
減
や
心
の
ケ

ア
を
目
的
に
支
援
員
に
よ
る
電
話
相

談
や
付
き
添
い
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
／
年
齢
20
歳
以
上
65
歳

　
以
下
の
健
康
な
方
で
、
セ
ン
タ
ー

　
が
実
施
す
る
研
修
（
約
１
０
０
時

　
間
）
を
受
講
出
来
る
方

◆
募
集
期
間
／
２
月
１
日（
金
）〜
28

　
日（
木
）

◆
問
合
せ
／
秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン

　
タ
ー（
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
内
）

　
　
０
１
８
‐
８
９
３
‐
５
９
３
５

　
　
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　お
勤
め
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

【
①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
習（
Ｈ
Ｔ

Ｍ
Ｌ
＆
Ｃ
Ｓ
Ｓ
編
）】

◆
期
日
／
２
月
６
日（
水
）･

７
日（
木
）

【
②
測
量
士
補
受
験
対
策
講
習
】

◆
期
日
／
２
月
20
日（
水
）・
21
日（
木
）

《
共
通
事
項
》

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
定
員
／
各
10
人

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
問
合
せ
／
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

 

  雪まつりを目前に控え、１月23日から市内各所でかま
くら職人による『かまくら』作りが始まります。
　作業時間は午前８時30分から午後５時までで、一部ロ
ーダーなどの重機を使って作業します。事故のないよう
かまくら作りを行いますので、安全な作業環境に皆様の
ご理解とご協力をお願いします。
◆作業日程／
　１月23日から：横手公園、横手地域局前道路公園
　２月１日から：羽黒町武家屋敷通り、二葉町かまくら通り

今冬の『かまくら』作りが始まります今冬の『かまくら』作りが始まります

◆申込期限／１月31日（木）
◆発 送 日／２月５日（火）～７日（木）※到着日指定不可
◆料　　金／１セット2,000円（税・送料込）数量限定
◆内　　容／かまくら容器、雪、ミニ御幣、ミニ水神様、
　　　　　　ミニろうそく、作り方用紙、シール

遠くにいる大切なあの人に・・・
　　ミニかまくらを贈りませんか
遠くにいる大切なあの人に・・・
　　ミニかまくらを贈りませんか

  横手の雪まつりに彩りを添える『雪の芸術』を作成し
てみませんか。
【個人の部】個人または家族で制作するミニ雪像
◆申込期限／２月８日（金）
◆申込方法／雪像写真をメールで横手市観光協会へ送信、
　　　　　　または写真をかまくら館へ送付
【団体の部】２人以上のグループで制作する大型雪像で、
　　　　　　縦・横・高さが２ｍ以上のもの、制作助成金
　　　　　（30,000円）あり
◆申込期限／２月４日（月）
◆審 査 日／２月13日（水）
◆問合せ・申込み／横手市観光協会　33-7111、　33-7113
　　　　　　　　　　yokote@yokotekamakura.com

『雪の芸術』出展作品募集！『雪の芸術』出展作品募集！

☆かまくらの各種お知らせ☆☆かまくらの各種お知らせ☆

  横手地域局から横手南小学校前を通り、横手幼児園付
近までの歩道脇にミニかまくらを制作します。点灯作業
のボランティアも募集します。
◆作業日時／２月15日（金）午後１時20分～、16日（土）午後
            １時～※両日とも２時間程度作業
◆集合場所／横手南小グランド
◆持 ち 物／スコップ、移植ベラ
◆申込期限／２月７日（木）
◆申 込 み／（社）横手青年会議所事務局
　　　　　　（横手商工会議所内）　32-1170

ミニかまくらロード制作ボランティア募集ミニかまくらロード制作ボランティア募集

～(社)横手青年会議所から～～(社)横手青年会議所から～

～市観光物産課から～～市観光物産課から～

  『おらほ・おらえのかまくら』を家族や地域、職場の
皆さんで作ってみませんか。応募された方には〝甘酒〟
と、かまくらと一緒に写した〝記念写真〟をプレゼント
します。作品は市ホームページで紹介します。ドーム型、
鳥小屋型など形は問いません。
◆募集期限／２月４日（月）
◆応募方法／完成後、または完成予定日決定後、電話か
　　　　　　ファクスで応募してください。市職員がプ
　　　　　　レゼントを持参し、写真撮影を行います。
◆申 込 み／市産業経済部観光物産課
　　　　　　　32-2118、　36-0088

『おらほ・おらえのかまくら』大募集！『おらほ・おらえのかまくら』大募集！ 抽選に応募して豪華商品を当てよう！
よこて湯っこめぐりスタンプラリー実施中
抽選に応募して豪華商品を当てよう！

よこて湯っこめぐりスタンプラリー実施中
　市内の温泉11施設を巡って、豪華賞品を当てまし
ょう。
　応募用紙は、参加11施設、Ｙ(わいわい)ぷらざ、
かまくら館などにあります。有効期限は２年間です
が、抽選はこれまでどおり１年に１回行います。
　今年度の締め切りは２月末日です。この機会に温
泉を楽しみながら豪華賞品を当ててみませんか。
◆応募締切／２月28日（木）必着
◆賞　　品／特賞：横手の温泉年間フリーパス
　　　　　　１等：横手の温泉半年間フリーパス
　　　　　　２等：温泉入浴ペア券
　　　　　　特別賞：参加施設協賛賞品
　　　　　　秋田弁温泉川柳入賞者：入浴回数券　
◆参加施設／鶴ケ池荘、共林荘、三ツ又温泉、ゆっ
　　　　　　ぷる、さわらび・ゆーらく、かんぽの
　　　　　　宿横手、ゆうゆうプラザ・ホテルアネ
　　　　　　ックス横手、ゆとりおん大雄、さくら
　　　　　　荘、えがおの丘、雄川荘
◆問 合 せ／よこて温泉スタンプラリー実行委員会
　　　　　　事務局（市観光物産課内）　32-2119

『 就 職 面 接 会 』『 就 職 面 接 会 』

　横手市雇用創出協議会、県平鹿地域振興局、ハロ
ーワーク、フレッシュワークＡＫＩＴＡが合同で就
職面接会を開催します。
　参加企業は約20社を予定しています。詳細につい
ては市ホームページ(ＨＰ番号000008465)をご覧くだ
さい。この機会に就職活動にトライしてみませんか。
　参加申込みは不要です。
◆日時／１月29日(火)13:30～15:30
◆場所／横手セントラルホテル　ラ･ポート
◆対象／求職活動中の方、大学・短大・専門学校等
　　　　を今春卒業見込みの方
◆内容／求人事業所との面接コーナーのほか、次の
　　　　コーナーを設置します。
　　　　①シルバー人材センター、②内職相談、③
　　　　生活支援相談、④大曲技術専門校、⑤職業
　　　　適性診断、⑥ハローワーク、⑦起業・創業
　　　　支援相談　　　　
◆問合せ／横手市雇用創出協議会（市産業経済部商工
　　　　 労働課内）　33-3899

就職をサポート！就職をサポート！
チャンスにトライ！チャンスにトライ！
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地域からのお知らせ

　
『秋田弁の昔っこ語り』
●日時／１月21日（月）午後１時30分～　●入場料／無料  
●場所・問合せ／ね・ま～れ（十文字駅前通り） 　42-5320
　　
書道研究耿禾会『耿墨展＆下田耿禾 近作小品展』
　公募展入選作品などの書道作品、約100点を展示します。
26日の午後１時からは、席上揮毫（きごう）も行います。 
●期間／１月25日(金)～28日(月)、午前９時～午後５時
30分　※25日は午後１時から、28日は午後３時30分まで
●場所／Ｙ2(わいわい）ぷらざ ●入場料／無料 ●問合せ
／下田さん 　42-1215
　
とっぴんぱらりのプー『第129回昔語りの会』
  ほっこり、ぬぐだまる昔語りをどうぞ。
●日時／１月26日(土)午後１時30分～ ●場所／こうじ庵
（鍛冶町） ●入場料／無料 ●問合せ／菅原さん 　33-3070
　
日本将棋連盟横手支部『月例将棋大会』
●日時／１月27日(日)午前10時～ ●場所／女性センター 
●参加費／一般1,000円、学生700円（昼食、５位まで賞品、
参加賞付） ●問合せ／中田さん 　32-2479
　 　　　
十文字スワンコーラス『道の駅ウインターコンサート2013』
●日時／１月27日(日)午前10時30分～　●場所／道の駅
十文字 ●入場料／無料  ●予定曲／冬のメドレー他 ●
問合せ／遠藤さん 　42-2044
　　　　
第100回 南の館『月例市民将棋大会』
●日時／２月３日(日)午前10時～ ●場所／十文字Ｂ＆Ｇ
海洋センター ●参加費／一般1,200円、高校生以下800円（昼
食、賞品、参加賞付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　　　　　　　
『歌の好きな人集まれ』～思いっきり歌声喫茶～
●日時／２月７日(木)午後７時～ ●場所／煉瓦屋（寿町）
●参加費／1,000円（飲み物、ケーキ付）※要予約 ●演奏曲
／北の宿から他20曲以上　●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　
『オカリナレッスン』～初心者歓迎～
　運指からメロディーまで、優しく指導します。
●開催日／毎月２回日曜日 ●場所／サンサン横手 ●対象
／子ども～大人 ●問合せ／日高見さん 　090-4918-4674
　

献血日程献血日程
種類

１月25日(金)
横　手

１月30日(水)
十文字

全血

２月１日(金)
横　手

２月３日(日)
横　手

月日・地域 実　施　場　所

東北電力㈱横手営業所

日発精密工業㈱横手工場

創和建設㈱

スーパーモールラッキー

全農秋田県本部県南園芸センター

ＪＡ秋田ふるさと
十文字総合支店営農資材課

横手市役所横手庁舎

特別養護老人ホームビハーラ横手

㈱バザール横手店

イオンスーパーセンター横手南店
（ふれあい献血キャンペーン）

受付時間

10：00～11：15

15：00～15：40

13：00～14：30

10：00～10：30

13：30～15：40

10：00～12：00

13：30～14：15

15：00～16：00

10：00～11：40

13：00～15：40

12：00～12：45

いどばたプラザいどばたプラザ

こうぼくてんこう　か　かい

　「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載
するコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内
容がわかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお
寄せください。掲載した内容は、市ホームページのイベントカレンダ
ーにも掲載しています。

横手ひらかＮＰＯセンター『10周年記念集会』横手ひらかＮＰＯセンター『10周年記念集会』

　横手ひらかＮＰＯセンターは、皆様の笑顔に支えられ
10周年を迎えることができました。この節目を祝いなが
ら今後の方向性を語り合う記念集会を開催します。
◆日　時／１月26日(土)14：00～　◆場　所／松與会館
◆内　容／【第１部】映像とナレーションで振り返る
　　　　　 ～横手ひらかＮＰＯセンター10年の歩み～
　　　　　【第２・３部】記念式典・記念講演
　　　　　 演題：地域社会におけるＮＰＯの可能性
　　　　　 講師：せんだい・みやぎＮＰＯセンター
　　　　　 　　 代表理事　紅邑晶子氏
　　　　　【第４部】交流懇親会
◆交流懇親会費／4,000円（懇親会参加者のみ）
◆申込み期限／１月18日（金）
◆申込み／記念集会実行委員長 中村さん 　32-1196

ひ たか み

受付

横手図書館
　1月16・23・30・2月1日
増田図書館
　1月15・21・28～2月1・4日
平鹿図書館
　1月15・22・29・2月1・5日
雄物川図書館
　1月16・23・30・2月1日
大森図書館
　1月15・22・29・2月1・5日
十文字図書館
　1月16・23・30・2月1・4～8日
山内図書館
　1月19・20・26・27・2月2・3日
大雄図書館
　1月17・20・21・24・28・31・2月4日

雄物川資料館
　1月15・21・28・2月4日
ゆっぷる　1月16日
ゆとり館　1月22・29日
えがおの丘
　1月15・21・28・2月4日
大森健康温泉
　1月21・28・2月4日
ゆとりおん大雄　1月24日
健康の駅トレーニングセンター
　東   部　1月16・23・30日
　西・南部　1月19・20・26・27・
　　　　　 2月2・3日
子どもと老人のふれあいセンター
　1月21・28・2月4日
南部シルバーエリア
　1月21・28・2月4日

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　1月16・23・30日（毎週水曜）
　／14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　1月16・23・30日（毎週水曜）
　／14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　1月15（火）・28日（月）
　／13：30～15：00

三又へき地診療所（内科）
　1月15・22・29日（毎週火曜）
　／13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　1月17・24・31日（毎週木曜）
　吉谷地／13：00～15：00
　山内武道／15：10～17：00

ご利用前にご確認ください休館日

ご利用前にご確認ください診療日
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換
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雄物川郷土資料館『ひな人形展』　
たいまつ焼き　18：00～、平鹿町上醍醐、金屋地区
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
心の癒しコンサート　10：00～、雄物川保健センター
こころあったかコンサート　13：30～、大雄ふれあいホール
　心 横手地域局
　心 十文字町幸福会館

三助稲荷神社梵天奉納
  　10：00～、三助稲荷神社（大森町川西地区）
よこいち。テーマ『踊り』　10：00～16：00、よこてイースト
絵本のよみきかせコンサート　14：00～、詳しくは8ページ
　急 平鹿総合病院（鈴木医師、山田医師※１）　32-5124
　急 胃腸科内科高橋クリニック（横手）　36-2711
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター　52-3311
　心 増田地区多目的研修センター
　
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
育児相談『相談のおもちゃ箱』　15：30～、植田保育所
　心 大森コミュニティセンター

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・雄物川福祉センター
　　 　10：00～12：00、社協・雄物川福祉センター　56-2072
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
歩くスキーのつどいinおおもり2013
　　9：00～、大森多目的広場、羽後カントリークラブ特設会場
秋田ノーザンハピネッツホームゲーム横手決戦
　　26日18：00～、27日14：00～、増田体育館
横手地域市民スキー大会　9：10～、詳しくは8ページ
　急 市立横手病院（熊谷医師）　32-5001
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

多重債務無料法律相談　詳しくは8ページ

　法 相談予約受付開始2月20日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 十文字町幸福会館
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
エリア雪まつり　10：00～、南部シルバーエリア
鳳中学校閉校式典　13：30～、同校体育館
かんじきウオーキング2013　　
長太郎稲荷神社梵天祭　11：00～、長太郎稲荷神社（大雄中島）
よこてぼんでん唄コンクール　13：00～、秋田ふるさと村
　急 平鹿総合病院（荻原医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院　32-5124
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

法
心

心
心

心

法

法

心

心

心

急
児

心

急

行

行

人

心
法

急
急

児

法

心

急
急

児

【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）  人…人権 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※１…１月の第３日曜日は眼科の医師も診察します。
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 98,827人（ -56） ／ 34,486世帯（-15）
　男　 46,871人（ -16）
　女　 51,956人（ -40）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※12月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

１月20日（日）「カールじいさんの空飛ぶ家」　　　 【96分】
１月27日（日）「カーズ２」 　　　            　 【106分】
２月３日（日）「クレヨンしんちゃん
　　　　　　　　　嵐を呼ぶ黄金のスパイ大作戦」【107分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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かんじきウオーキング
■２月３日（日）

　雪と親しむことを目的に毎年開催しているか
んじきウオーキング。参加者には、豚汁など温
かい飲み物を準備しています。今回は、森の案
内人による樹木観察も行います。
　また、会場ではポニーなどとのふれあいコー
ナーや達人から学ぶ縄ない体験など、雪国なら
ではの楽しい催しが盛りだくさんです。
　申し込みは１月31日（木）まで。住所・氏名・
年齢・電話番号をお知らせください。
◆時　間／10：00～受付開始
◆集合場所／秋田ふるさと村・第２駐車場レス
　　　　　　トハウス前
◆定　員／60人（小学生以下は保護者同伴）
◆参加費／１人200円
◆申込み／経営企画課 　35-2164 　33-6061
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『ひな人形展』
雄物川郷土資料館 特別展 ～人形とつるしかざり～

雪と親しむ日

■４月７日（日）まで開催中
　雄物川郷土資料館が所蔵
する市指定文化財の享保雛
をはじめ、中山人形など日
本各地の土雛や増田地区の
つるし雛人形教室の皆さん
が作製したつるし飾りを展
示します。一足早い春の気
配を、この機会にぜひお楽
しみください。　
◆時　間／9：00～17：00
　　　　　（最終入館は16：30まで）
◆入場料／一般100円、高校・大学生50円、
　　　　　中学生以下無料
◆休館日／１月15・22・29日、２月４・13・19・26日、
　　　　　３月５・12・19・21日、４月２日
◆場所・問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793
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情
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。

 

新
し
い
年
の
幕
開
け
に
期
待
す
る

１_新春の集いを盛り上げた大森太鼓愛好会の太鼓演奏　２_太鼓の音を聞きながら、あいさつや情報交換する参加者
３_新年の抱負を力強く語る五十嵐市長　４_五十嵐市長、佐藤市議会議長をはじめ各界の代表者が行った吉例の鏡開
き　５_参加者に特産品を紹介する横手市観光キャンペーンレディの羽崎結香さん（左）と斎藤さゆりさん（右）
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主な内容主な内容
●市政の窓（財務書類の公表、横手西中学校閉校式典、消
防出初め式ほか）……２～５　●市政情報便（市県民税の
申告相談、子育て情報サイト愛称募集ほか）……６　●ま
ちの話題・ニュース東西南北（槻の木光のファンタジー点
灯式ほか）……７　●情報・いどばたプラザ……８～10横手公園から望む雪化粧した横手市内横手公園から望む雪化粧した横手市内
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